
改革工程表２（年度別実行計画）

改革方針
【1今後の団体のあり方 】

・ホテル事業は引き続き継続
・事業方策等将来を見据えた検討 [経営状況を分析し， [経営状況を分析し，

対応策や改善策を検討] 対応策や改善策を検討]
【２新たな中期経営計画の策定 】

・次期中期経営計画を策定し経営改善
　に取り組む [H27.6月株主総会で報告]

・経営改革推進会議・営業推進本部会
　議（各月１回開催）において進行管理
　を行う
【３新たな中期経営計画に基づく取り組み】 　 　 　 　
（１）売上確保への取り組み強化
①ホテル宿泊稼働率の向上
　H３１目標値： ６９．３％ ６９．９％ ７０．５％ ７１．０％ ７１．５％
　　・宿泊稼働率７１．５％
　　　　　※H26実績　６７．８％ ［６７．７％］ ［６７．０％］
　　・平日，土日祝日の集客，利用拡大

②ホテル事業に関する利用者数の増
　H３１目標値： ６３７千人 ６５１千人 ６６４千人 ６７７千人 ６９０千人
　　・ホテル事業利用者数６９０千人
　　　　　※H26実績　６２３千人 ［６５４千人］ ［６３５千人］
　　・ホテル全体で売上確保

③宴会・レストラン部門の収支改善

　 Ｈ２８目標値：

　H２９目標値：
　　・５％削減（対２５年度比）
　 ・売上額に対するコスト(売上原価，一般管理費) ［２.１％削減］ ［２.９％削減］
　　の割合削減

④施設管理業務の受託件数の増
　H３１目標値：
　　・受託件数１８件
　　　　　※H26実績　１７件 ［１６件］ ［１６件］
　　・競争力の強化

　※注                    は対応時期(◆)が明確な事項を表示、 は改革期間及び推進事項を表示

[毎月１回開催] [毎月１回開催]

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

団 体 名 及 び 部 局 ・ 課 名 鹿島都市開発株式会社 企画部事業推進課

改 革 遂 行 責 任 者 代表取締役社長
企画部長，事業推進課長，
総務部長，出資団体指導監

会社による事業継続と将来を見据えた検討

中期経営計画の策定
（Ｈ２７～Ｈ３１）

検討
実施

検証・
改善等

検討
実施

検討
実施

検証・
改善等

検証・
改善等

経営改革推進会議・営業推進本部会議による進行管理

検討
実施

検証・
改善等

検討
実施

検証・
改善等

収支改善を継続５％削減

年間受託件数１８件

５％削減 収支改善を継続



改革方針

⑤テナント入居率の向上
　H３１目標値： ８０．０％ ８０．０％ ８０．０％ ８０．０％ ８０．０％
　　・テナント入居率８０．０％
　　　　　※H26実績　７９．５％ ［８０.０％］ ［８３.２％］
　　・情報収集及び情報発信等

（２）債務超過の計画的解消
　　・債務残高(H27.3月末)
　　　　5,004百万円 ［269百万円を解消］ ［274百万円を解消］

【４県関与のあり方】 　 　 　 　
 県貸付金償還金の計画的償還
　　・未償還残高(H27.3月末)約88億円

［償還額：246百万円］ ［償還額：246百万円］
 未償還残高：8,575百万円  未償還残高：8,329百万円

【５進行管理結果の公表】

［H27.6月　県議会報告］ ［H28.6月　県議会報告］
[H27.6月 県ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ公表] [H28.6月 県ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ公表]

　※注                    は対応時期(◆)が明確な事項を表示、 は改革期間及び推進事項を表示

平成31年度平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

平準化計画に基づき償還

１４億円以上の債務超過の解消

毎年度の進行管理結果を県議会に報告するとともに，ホームページ等で公表


